



























 A Study of Expression about Death in Elegies in the Manyoshu
キーワード：万葉集、挽歌、死にかかわる表現
加藤　明
巻数 歌番号 歌数 長歌 短歌
巻第二 141～ 234番 94首 16首 78首
巻第三 415～ 483 69首 9首 60首
巻第七 1404～ 1417番 14首 14首
巻第九 1795～ 1811番 17首 5首 12首
巻第十三 3324～ 3347番 24首 13首 11首
巻第十四 3577番 1首 1首
巻第十五 3688～ 3696番 9首 3首 6首
巻第十九 4214～ 4216番 3首 1首 2首



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































67, 86, 349, 460, 504, 552, 560, 581, 598, 599, 
603, 603, 605, 683, 684, 738, 739, 748, 749, 
889, 889, 897, 897, 1740, 1740, 1785, 2274, 
2355, 2370, 2370, 2377, 2390, 2401, 2401, 
2434, 2498, 2498, 2544, 2570, 2572, 2592, 
2636, 2636, 2700, 2718, 2734, 2764, 2765, 
2784, 2789, 2869, 2873, 2883, 2907, 2913, 
2920, 2928, 2936, 2939, 2940, 3066, 3075, 
3080, 3083, 3105, 3111, 3298, 3344, 3491, 
3566, 3578, 3740, 3747, 3748, 3772, 3780, 
3780, 3792, 3797, 3811, 3811, 3849, 3852, 









67, 560, 598, 599, 603, 603, 738, 739, 748, 749,
2274, 2370, 2370, 2377, 2390, 2401, 2401, 
2434, 2498, 2498, 2544, 2570, 2572, 2592, 
2636, 2636, 2700, 2718, 2734, 2764, 2765, 
2784, 2789, 2869, 2873, 2883, 2907, 2913, 
2920, 2928, 2936, 2939, 2940, 3066, 3075, 
3080, 3083, 3105, 3111, 3298, 3491, 3566, 
3578, 3740, 3747, 3748, 3772, 3780, 3780, 























































28, 47, 106, 136, 195, 199, 199, 207, 217, 221, 
250, 253, 282, 300, 325, 354, 422, 427, 450, 
450, 463, 481, 509, 509, 623, 668, 686, 693, 
696, 816, 884, 885, 886, 886, 942, 949, 967, 
1023, 1066, 1069, 1119, 1156, 1174, 1178, 
1180, 1190, 1212, 1230, 1268, 1389, 1410, 
1428, 1434, 1489, 1491, 1504, 1554, 1557, 
1559, 1591, 1599, 1600, 1601, 1651, 1674, 
1684, 1689, 1702, 1703, 1708, 1734, 1737, 
1740, 1747, 1748, 1749, 1773, 1774, 1792, 
1796, 1797, 1834, 1844, 1855, 1884, 1888, 
1973, 1998, 2024, 2133, 2152, 2166, 2209, 
2218, 2251, 2269, 2286, 2290, 2297, 2348, 
2401, 2455, 2685, 2732, 2785, 2845, 2845, 
2870, 2927, 3056, 3153, 3160, 3228, 3230, 
3237, 3240, 3307, 3309, 3329, 3333, 3333, 
3344, 3352, 3388, 3423, 3493, 3600, 3606, 
3606, 3627, 3688, 3779, 3917, 3946, 3957, 
3957, 3969, 3991, 3993, 4000, 4003, 4011, 
4176, 4177, 4180, 4193, 4194, 4210, 4211, 







葉の過ぎ（て）：＊47, ＊207, 1796, 3333, 3344
 ・ 過ぎゆく：＊195
 ・ 過ぎむ：＊199
 ・ 過ぎにし（人、妹）：＊217, 427, 463, （＊）1119, 
（＊）1268, 1410, 1797, 4211
 ・ 山の際に往き過ぎ：481














17, 20, 20, 43, 58, 64, 69, 79, 79, 85, 85, 90, 90, 
92, 93, 106, 106, 111, 119, 155, 158, 161, 172, 
179, 180, 193, 196, 196, 196, 207, 207, 207, 
207, 212, 220, 220, 220, 232, 234, 240, 246, 
252, 253, 263, 263, 273, 276, 280, 281, 284, 
291, 293, 298, 322, 327, 332, 335, 353, 354, 
365, 366, 382, 390, 391, 405, 420, 423, 443, 
445, 450, 466, 468, 481, 485, 486, 493, 502, 
509, 510, 511, 532, 534, 534, 536, 543, 543, 
545, 549, 552, 553, 566, 571, 571, 571, 596, 
625, 625, 626, 626, 628, 665, 686, 699, 710, 
723, 728, 736, 768, 777, 778, 795, 800, 800, 
36
804, 804, 806, 867, 870, 870, 874, 875, 886, 
888, 890, 898, 918, 932, 935, 936, 942, 948, 
948, 948, 953, 964, 967, 969, 970, 971, 971, 
974, 974, 995, 1002, 1026, 1031, 1040, 1041, 
1041, 1047, 1047, 1047, 1049, 1052, 1054, 
1054, 1056, 1065, 1066, 1082, 1100, 1119, 
1122, 1127, 1139, 1144, 1147, 1149, 1174, 
1175, 1178, 1198, 1208, 1210, 1211, 1214, 
1217, 1222, 1226, 1234, 1240, 1242, 1250, 
1265, 1268, 1269, 1274, 1280, 1307, 1370, 
1372, 1379, 1387, 1406, 1410, 1412, 1422, 
1428, 1442, 1443, 1453, 1467, 1497, 1498, 
1505, 1515, 1532, 1532, 1544, 1546, 1566, 
1567, 1570, 1578, 1587, 1600, 1613, 1672, 
1677, 1680, 1682, 1687, 1687, 1718, 1727, 
1728, 1738, 1738, 1738, 1740, 1743, 1747, 
1748, 1749, 1755, 1756, 1759, 1780, 1784, 
1785, 1790, 1792, 1792, 1799, 1800, 1800, 
1801, 1801, 1804, 1807, 1807, 1809, 1810, 
1817, 1827, 1864, 1865, 1878, 1884, 1886, 
1894, 1900, 1923, 1923, 1998, 2014, 2016, 
2022, 2032, 2044, 2051, 2062, 2075, 2091, 
2101, 2103, 2129, 2130, 2137, 2140, 2162, 
2192, 2205, 2209, 2214, 2218, 2236, 2243, 
2257, 2320, 2336, 2343, 2348, 2361, 2382, 
2386, 2389, 2393, 2395, 2401, 2414, 2430, 
2434, 2459, 2493, 2510, 2526, 2536, 2551, 
2556, 2579, 2590, 2594, 2636, 2643, 2644, 
2646, 2674, 2685, 2698, 2702, 2704, 2708, 
2709, 2711, 2713, 2718, 2760, 2790, 2792, 
2817, 2827, 2843, 2859, 2860, 2879, 2893, 
2906, 2926, 2931, 2941, 2947, 2948, 3006, 
3014, 3056, 3090, 3102, 3117, 3129, 3132, 
3132, 3136, 3153, 3154, 3161, 3178, 3184, 
3199, 3204, 3210, 3213, 3216, 3219, 3223, 
3227, 3231, 3236, 3240, 3242, 3250, 3250, 
3252, 3257, 3263, 3263, 3276, 3278, 3291, 
3302, 3302, 3305, 3309, 3312, 3314, 3314, 
3316, 3317, 3318, 3319, 3320, 3321, 3324, 
3324, 3333, 3335, 3335, 3335, 3338, 3339, 
3339, 3339, 3344, 3344, 3345, 3353, 3362, 
3366, 3387, 3396, 3423, 3443, 3447, 3447, 
3476, 3476, 3510, 3510, 3519, 3519, 3522, 
3530, 3541, 3558, 3567, 3567, 3577, 3579, 
3580, 3607, 3612, 3612, 3614, 3625, 3627, 
3627, 3627, 3630, 3631, 3636, 3637, 3640, 
3644, 3666, 3687, 3690, 3694, 3694, 3696, 
3702, 3706, 3710, 3711, 3713, 3720, 3721, 
3724, 3728, 3728, 3729, 3729, 3773, 3789, 
3791, 3791, 3860, 3863, 3864, 3868, 3886, 
3895, 3897, 3913, 3927, 3944, 3951, 3954, 
3957, 3957, 3973, 3978, 3981, 3990, 3991, 
3991, 3991, 3993, 3993, 3999, 4000, 4002, 
4003, 4003, 4006, 4006, 4007, 4008, 4011, 
4011, 4020, 4038, 4040, 4041, 4042, 4055, 
4060, 4094, 4116, 4116, 4122, 4125, 4131, 
4154, 4154, 4156, 4156, 4160, 4177, 4200, 
4203, 4206, 4214, 4226, 4238, 4243, 4251, 
4251, 4262, 4263, 4264, 4281, 4293, 4294, 
4317, 4320, 4325, 4325, 4327, 4331, 4338, 
4339, 4341, 4344, 4344, 4349, 4352, 4366, 
4372, 4372, 4376, 4376, 4378, 4385, 4404, 
4406, 4410, 4412, 4414, 4416, 4417, 4421, 





























































































201, 207, 418, 428, 667, 987, 997, 1129, 1304, 
1456, 1479, 1809, 1992, 2199, 2285, 2443, 
2495, 2495, 2509, 2566, 2656, 2700, 2708, 
2715, 2784, 2794, 2803, 3022, 3266, 3310, 
3311, 3312, 3326, 3326, 3547, 3803, 3806, 
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2700, 2715, 2784, 3022, 3326, 3326, 3803, 
















































こ も り ま
母理坐しき。」（上巻）等の用例と同様、岩窟葬を
想定したものである。これら岩窟葬を連想させるもの
以外は、『万葉集』の「隠
こも
る」の用例に死ぬ意味を伴
うものはない。したがって、この語が死を含意するの
は、こうした場合に限定されている。（注9）
10　まとめ
本稿では、『万葉集』の挽歌に見られる天上他界
観及び山上他界観との関連、火葬、黄泉の国、旅
先での死、その他の表現について用例に基づいて
考察した。人の死や死後の他界観をどうとらえていた
かについては、五・七という歌の韻律の中での表現
という条件下であるため、片言隻句の中に、その表
現の背景としてある考え方や観想を読み取る必要が
ある。また、限定された表現によって導かれる解釈に
どこまでの蓋然性を認め得るかについては、これまで
の諸家諸説を踏まえても確定しかねる用例が少なくな
い。個々の作品の解釈等についてはほぼ通説に拠っ
たが、他界観や葬制等が、『万葉集』の挽歌におい
てどのような表現となって残されたかについては、こ
の稿により一応の整理はできたと考える。
また、『万葉集』において「死」を意味する動詞とし
て「死ぬ」「過ぐ」「逝く」「消ゆ」「こもる」について、そ
の用例に即してまとめた。その検討から明らかとなっ
たことは、最も一般的で直截的な表現である「死ぬ」
という言葉が、現前する死に対する表現としての用
例が、『万葉集』には1例も無いということである。「死
ぬ」は生から死へと移る「息
し い
往ぬ」を原義とすると考え
られるが、目前の現実として人が生きてはいない状態
となっても、それは古代人にとってなお死が確定して
いるわけではないと考えられていた。（注9） 現前する死
を「死ぬ」と表現した歌の例が無いということと、生か
ら死への移行についてのこうした考え方とは、おそら
く深いかかわりがあると考えてよい。現前する死に対
して「死ぬ」という言葉に替えて、そうした状態を表現
する言葉として『万葉集』においては、（1）「過ぐ」の
用例の中に「黄葉の過ぎていにき」などのように、死ぬ
ことを比喩的に表現したものが20例、（2）「行く」の
用例の中に「逝く」という死を含意すると解釈し得るも
のが3例、（3）「消ゆ」の用例の中に死を直接含意す
るものが1例、（4）「こもる」の用例の中では岩窟葬を
連想させるものが2例あった。これらが、死を含意す
る動詞についての表現の実態である。これらの動詞
は、原義として「死」を意味する言葉ではない。いわ
ば比喩的に死を含意する表現として用いられたもので
あり、これらの用例には、死の状態を敬避的に表現
する意図が感じられるものが少なくない。そして「行く」
が「逝く」と表記されることにより、「死ぬ」の意味を代
用する動詞として成立するということも中古には確定的
なものとなる。『万葉集』におけるこうした表現の態様
は、上代の人々の死に対するとらえ方と心情とをよく
反映するものであると考える。
（注1） 堀一郎「万葉集にあらはれた葬制と他界観、
霊魂観について」（『万葉集大成8民俗篇』　
平凡社　1953年）、本田義憲「万葉集と死生
観・他界観」（『万葉集講座第二巻思想と背
景』　有精堂　1973年）、和田萃「万葉挽歌
の世界」（『日本の古代別巻日本人とは何か』
　中央公論社1997年）ほか。特に堀の論考
は、『万葉集』の挽歌を総括したうえで、その
中から94首を抽出し、葬制と他界観、霊魂観
について分類と考察を加えたものであり、本
稿の主旨に最も近い先行研究である。
（注2） 例えば青森県では葬式のことを「投げにゆく」
と言い、三重県伊賀地方では「ほからかす」
と言う等の表現の中に、葬制以前の遺棄によ
る屍体処理の記憶があるように思われる。（土
井卓治「葬りの源流」　小学館　日本民俗文
加藤　明
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化大系2　『太陽と月』第五章　1983年）
（注3） この部分、解釈に決め手を欠くという事情も
あって、『萬葉集注釋』②『万葉集全注』⑥を
はじめ、大系本①も全集本③も新大系本⑦も、
葬法についての解釈を示していない。新潮古
典集成④は、「死んで山に葬られた」と注して
いるので、火葬とは見ていないようである。中
西⑤は、両説を併記している。
（注4） 引用する『続日本紀』の訓読は、青木和夫ほ
か校注（岩波書店　1989年　蓬左文庫本）
による。
（注5） 渡辺護「柿本人麻呂の生涯」『萬葉集講座　
第五巻』（有精堂　1973年）　ほか
　　　ちなみに柿本人麻呂の死没年代は、通説で
は和同2年（709）である。（五味智英『万葉
集の作家と作品』　岩波書店　1982年　ほ
か）
（注6） 例えば、『源氏物語』「夕顔巻」の「見し人の
煙
けぶり
を雲とながむれば夕べの空もむつまじきか
な」などによく表れている。
（注7） 海上他界としては、常世の国が代表的であ
る。常世の国については、古来諸家諸説あ
るが、東方海上の彼方にある不老長生の島
という捉え方が一般的なようである。（田中久
夫「他界観」小学館　日本民俗文化大系2　
『太陽と月』第六章　1983年）
（注8）「ゆく」の語義の中に上代の文献を引いて「逝
く」の意を認めている辞書は、①『角川古語
大辞典』（角川古語大辞典編集委員会　角
川書店　1962年）②『古語大辞典』（中田祝
夫ほか　小学館　1983年）③『時代別国語
大辞典上代編』（澤潟久孝編　三省堂 1967
年）の三つで、いずれも『万葉集』の3789番
を引用している。④『大言海』（大槻文彦　
冨山房　1932年）は伊勢物語を引用してい
る。⑤『岩波古語辞典』（大野晋ほか　岩波
書店　1974年～）は初版では「逝く」の意を
立てていなかったが、改訂版では平安時代
の資料を引いて認めた。⑥『上代語辞典』（丸
山林平　明治書院　1967年）は認めていな
い。
（注9） 拙稿「上代文学に表された『死』のとらえ方に
ついての考察」　東京女子体育大学・東京
女子体育短期大学紀要　第45号　2010年
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